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1．はじめに 

 長崎県内の橋梁は，架設年次が比較的新しい橋梁が多いので，現時点で橋梁年齢は若い．また，県土の厳し

い自然環境(長い海岸線)にある橋梁や離島架橋が多い特徴がある．今後急速に高齢化が進む管理橋梁に対し

て，従来の事後保全型の維持管理を行えば，維持管理コストが膨大になり，厳しい予算制約の中で安全性・信

頼性の確保のための維持管理を続けることが困難になる可能性がある．今後高齢化する長崎県が管理する道

路橋の急速な増大に対応するために，橋梁の長寿命化並びに修繕費などの縮減を図りつつ，地域の道路網の安

全性・信頼性を確保する必要がある．本研究では，橋梁の劣化に影響する劣化要因を特定し，その要因ごとに

グルーピングを行い，グループごとの劣化予測曲線を設定する． 

2．分析方法 

2.1対象橋梁 

本研究では，長崎県が管理している鋼橋，PC 橋，RC 橋

の計 742 橋(内訳：図 1)を対象とする．ただし，特定の劣化

要因の特定やグルーピングにおいて必要となる項目が不足

している橋梁は対象外とする． 

2.2 分析手順 

1) 橋梁の劣化係数 aの算出 

橋梁の健全度，経過年数，点検回数から最小二乗法を用い

て次式より劣化係数 aを算出する． 
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   ここで𝑥1，𝑥2，⋯ 𝑥𝑖 ⋯ 𝑥𝑛：経過年数 

          𝑦1，𝑦2，⋯ 𝑦𝑖 ⋯ 𝑦𝑛：部材の健全度(実測値） 

           𝑛：点検回数 

ここで，補修・補強を行っている部材の劣化係数や経過年数

は，補修前後でそれぞれ劣化係数を求める．補修履歴の記録

は無いが，前回点検時より健全度が 10 以上上がっている場

合は，補修ありとして考える． 

2）劣化要因の特定 

 本研究で想定した劣化要因を表 1 に示す．想定される劣

化要を説明変数，橋梁の部材ごとの劣化係数を目的変数と

し，変数増減法を用いて，重回帰分析を行い劣化要因の特定

を行う．重回帰分析は，対象橋梁のうち補修・補強履歴のな

い橋梁で行った．ただし，塩害対策区分 2 のみが採用され

た場合などは，劣化要因としては考えない．ここで，劣化に

与える要因を多くとるために限界値は𝐹𝑖𝑛 = 2.0 ，𝐹𝑜𝑢𝑡 =

2.0とする．補正大型車交通量は，大型車交通量および設計

荷重から以下の式で求めた値とする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 対象橋梁 橋種別内訳 

表 1 想定劣化要因 

 

PC橋, 498橋, 67%
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(橋梁の設計荷重)
× (大型車交通量) = 補正大型車 

塩害対策区分とは，表 2のように定義される．また，塩害対

策区分は数値データではないので，ダミー変数を用いて回帰

分析を行う．説明変数のうち，1～4 は基本的に，当該橋梁か

ら一番近い観測点のデータを用いるが，データが不足してい

る場合は，二番目，三番目に近い観測点のデータを採用する． 

3) グルーピング 

2）で特定した劣化要因に基づいてグルーピングを行う． 

4）劣化予測係数 aの算出 

 3)で確定させたグループごとに，劣化係数予測係数を以下

の式を用いて算出する． 

      𝑎 =
100 ∑ 𝑥𝑖

2−∑ 𝑥𝑖
2𝑦𝑖

𝑛
𝑖=1

𝑛
𝑖=1

∑ 𝑥𝑖
4𝑛

𝑖=1

 

   ここで𝑥1，𝑥2，⋯ 𝑥𝑖 ⋯ 𝑥𝑛：経過年数 

          𝑦1，𝑦2，⋯ 𝑦𝑖 ⋯ 𝑦𝑛：部材の健全度(実測値） 

           𝑛：橋梁数 

5）劣化予測曲線の設定 

 4)で求めた劣化予測係数，橋梁の健全度，経過年数より，

3)で求めたグループごとの劣化予測曲線を設定する． 

3．分析結果 

一例として，今回の研究で特定した RC橋の劣化要因を表 3

に，また，劣化係数の一例である RC 橋の床板・主構以外の

劣化予測係数および県が設定する劣化予測係数を表 4に，RC

橋の支承本体の劣化予測曲線の一例を図 2 に示す．RC 橋の

支承本体や主構・床板以外は長崎県が設定したより劣化の進

行が遅く，補修後の部材は，補修前の部材より劣化の進行が

速い傾向にあることがわかる． 

4．おわりに 

本研究では，部材ごとの劣化要因を特定し，劣化要因をも

とにグルーピングを行い，劣化係数を算出することで，劣化

予測曲線の改善を試みた．今後適切な維持管理などを行うた

めに，橋梁の点検や健全度などのデータをさらに蓄積させ，

劣化係数の細分化や劣化予測曲線の精度を高めていく必要が

ある．なお，当日は鋼橋や PC 橋に関する分析結果を含めて

発表する予定である． 
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表 2 塩害対策区分 

 
 

表 3 特定された部材ごとの劣化要因 

(RC 橋) 

 
 

表 4 主構・床板以外の劣化予測係数 

 
 

 
劣化予測曲線：y＝100 − 0.00164t2 

県設定：y＝100 − 0.0156t2 

図 2 RC 橋の支承本体の劣化予測曲線 

 

 

 

 

部材 劣化要因

床板 径間数　橋長　日照時間

主構 支間長　風速　区分１　橋長

床板・主構以外 径間数　

躯体 ー

基礎 ー

支承本体 ー

沓座 ー

劣化 要因 劣化係数 長崎県設定

径間数 3個未満 0.00278 0.01563

3個以上 0.00474
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